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「深い学びの技法」を基に、
学習過程の充実を図り、

生徒の資質・能力を育成します！

ファシリテーションを取り
入れた会員の「深い学び合い」

を推進します！
　令和９年度から指定研究
推進事業の内容の精選を図
り、持続可能な研究活動の
在り方を検討していきま
す。また、県中教研の事業
などについても、教育動向
に合わせて、柔軟に検討し
ていきます。

　深い学びにいたるために、
「深い学びの技法」と学習過程
の充実を図ります。「深い学び
の技法」は、「設定」「思考・
解決・表現」「評価」の３つの
学習過程に応じて設定されてい
ます。教師は、生徒が「深い学
びの技法」を用いて、学習過程
を深めながら、資質・能力を活
用・発揮できるように手立てを
講じます。

　ファシリテーションを取り
入れた授業検討会、研究協議
会などを通して、「深い学び
合い」を活性化していくこと
を目指します。
　研究推進委員会の委員構成
の工夫や、研修体制サポート
の充実を図ります。

研究主題&３つの重点

深い学びにいたる授業深い学びにいたる授業
〜「深い学びの技法」を基に構成する　　　
　　　　　　　　　　学習過程に着目して〜
〜「深い学びの技法」を基に構成する　　　
　　　　　　　　　　学習過程に着目して〜

令和７年度事業リーフレット令和７年度事業リーフレット

研究主題研究主題

新潟県中学校教育研究会新潟県中学校教育研究会

持続可能な研究活動の
在り方を目指した改善
を図ります！

当会は令和５年度に創設60周年を
迎えました

生徒の学び 教師の学び 中教研の活動
重点１ 重点２ 重点３



重点１重点１

設定

①学んだ知識を活用して課題や目標を設定する
②知識やデータに基づいて仮説の設定や検証をする
③視点・観点・論点を設定して思考や表現をする
④ R-PDCAサイクルを設定して活動や作品を改善する

思考

⑤資料やデータに基づいて考察したり検証したりする
⑥複数の資料や観察結果の比較から結論を導く
⑦視点の転換や逆思考をして考える
⑧異なる多様な考えを比較して考える

解決

⑨学んだ知識や技能を活用して思考や表現をする
⑩仲間と練り合いや練り上げをする
⑪原因や因果関係、関連性を探る
⑫学んだ知識・技能を活用して事例研究をする

表現

⑬理由や根拠を示して論理的に説明する
⑭学習モデルを活用して思考や表現をする
⑮自分の言葉で学んだことを整理しまとめる
⑯要素的な知識や知見を構造化・モデル化する

評価

⑰既製の資料や作品を批判的に吟味検討する
⑱身につけた資質・能力をメタ認知し成長につなげる
⑲学習成果と自己との関わりを振り返る
⑳学んだことを生かして、次の新しい課題を作る

生徒は学習内容を獲得
しながら、技法を用いて、

資質・能力を活用・発揮する

　「深い学びの技法」は生徒の「学び方」であるとともに、

教師の「手立て」でもあります。下の図のように、学習過程

に応じた手立てを講じることで、生徒は学習内容を獲得しな

がら資質・能力を存分に活用・発揮していきます。

　その結果、生徒は、学習内容をより深く理解することに至

り、資質・能力を異なる状況でも活用できるようになりま

す。資質・能力が確かなものとなるのです。

「深い学びの技法」を基に、
学習過程の充実を図り、

生徒の資質・能力を育成します！

「深い学びの技法」を基に、学習過程の充実を図る「深い学びの技法」を基に、学習過程の充実を図る

「深い学び」「深い学び」

参考・引用
○田中　博之（2023）.「中学校における深い学びの在り方と これからの授業改善の方向」『新潟県中学校教育研究会　授業情報誌Class』8号, pp.6-12.
○田村　    学（2024）.「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた『個別最適な学びと協働的な学び』の充実」『新潟県中学校教育研究会　授業情報誌Class』9号, pp.6-13.

に向かうためには？　「深い学び」　「深い学び」
　県中教研では、昨年度から「深い学びの技法」を取り

入れました。生徒は追究の中で、「深い学びの技法」を

用いながら思考や認識を高度化していきます。そのた

め、教師はそれが可能となる学習過程を構想します。

をどのように組み立てますか？③

とは？① ②

単元・題材や授業単元・題材や授業

「深い学びの20の技法」「深い学びの20の技法」過程過程
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学習過程は、教科・領域
の固有の過程も設定可能
学習過程は、教科・領域
の固有の過程も設定可能

生徒が学習内容を追究する中で、
「深い学びの技法」を用いる

生徒は学習内容をより深く理解
することに至り、資質・能力を

異なる状況でも活用できる

生徒の学習過程生徒の学習過程

設定設定

思考
解決
表現

思考
解決
表現

評価評価

資質・能力資質・能力

　次の３つの学習過程に応じて、手立てとなる

「技法」が下表のように整理できます。

①学習対象に対する目的や課題、見通しをもつ

「設定」の過程　

②課題解決を図る「思考・解決・表現」の過程　

③学んだことを俯瞰したり、振り返ったりする

「評価」の過程

生徒の学び生徒の学び

　「深い学び」とは、生徒が学習内容を追究

する中で、既習の知識や技能をもとに新たな

知識や技能を関連付け、精緻化するなど、思

考や認識が高度化している様相をいいます。

資質・能力資質・能力

資質・能力資質・能力



重点２重点２

よさ 方法
KJ法 　参観者が授業で気

付いた共通のものを
まとめることで、参
観者同士で新たな視
点や考え方を共有で
きます。

①参観者が付箋に気付きをまとめます
②グループで付箋を出し合い、共通するも
のをまとめ、グルーピング、ラベリングし
ます。
③②について新たな視点や考え方を共有し
ます。

マトリックス法
（主にKPT法）

　協議題に応じて、
観点別のフレームを
設定し、参観者の気
付きを共有します。
さらに、授業の改善
方法も共有できま
す。

①協議題に沿って、観点別のフレームを設
定します。
（例）Keep（有効だった手立て）、
Problem（改善すべき手立て）、Try（改
善方法や代案）
②それぞれのフレームごとに、参観者の気
付きを共有し、考えを深めます。

指導案拡大法 　授業展開に沿っ
て、教師の働きかけ
が、生徒の思考や行
動にどのように影響
したかを分析できま
す。また、授業者の
教授行動など細かい
点も分析できます。

①本時の指導案を拡大機で複写します。
②参観者は、授業で「教師の働きかけ」
「生徒の反応」に関して、それぞれ気付い
たことを付箋にまとめます。
③指導案の流れに沿って、参観者の気付き
を共有します。

目指す生徒の姿の設定

目指す授業の構想

研究推進委員同士による実践

研究会での成果発表

研究成果の共有

ファシリテーションを取り
入れた会員の「深い学び合い」を

推進します！

ファシリテーションを基に、学び合いの促進を図るファシリテーションを基に、学び合いの促進を図る

①ファシリテーションファシリテーションを取り入れる理由は？
　県中教研の指定研究推進事業で

は、毎年１年次・２年次で合わせて

約38の指定研究推進委員会が立ち

上がります。各郡市で研究授業、研

究会を実施し、協議会などでファシ

リテーション（話し合いを促進する

技法）を取り入れ、会員が積極的に

学び合っています。

　右記のように、ファシリテーショ

ンを協議会などの目的に応じて取り

入れることで、参加者のインプット

とアウトプットの量や質が高まり、

理解や表現が促進されます。参加者

が自分ごととして、研修や授業を考

えることができます。

ファシリテーション
の具体例

ファシリテーション
の具体例

②ファシリテーションファシリテーションにより生まれる深い学び合い深い学び合い
教師の学び合い教師の学び合い　研究推進委員会で、ファシリテーションを取り

入れ、各教科・領域で「深い学びにいたる生徒の

姿」とそれに迫るための「深い学びの技法」や

「学習過程」を構想します。

　そして、お互いに授業実践を共有し、２年次の

研究会で成果を発表します。研究会の授業協議会

で得た新たな学びを、自校で実践することで、会

員が学び合い、高め合う「深い学び合い」が活性

化します。

　県中教研が伝統的に築き上げてきた「深い学び

合い」の方法を活用し、学び合いを活性化させま

しょう。

教師の学び教師の学び



重点３ 中教研の
「深いかかわり合い」の促進

令和６年度
指定研究事業
研究会予定

（教科・領域）
10月上旬〜
11月下旬開催

　県中教研の強みは、県内の４地区中教研、19の郡
市中教研と連携している点にあります。
　同じ地区・郡市の教科・領域の先生方が、深くかか
わり合い、そして、高め合うネットワークづくりを推
進するために、指定研究事業による研究会の開催、授
業情報誌の配付などを行なっています。

深いかかわり合い持続可能な研究活動の在り方の改善を図る持続可能な研究活動の在り方の改善を図る

重点３重点３ 持続可能な研究活動の
在り方を目指した改善
を図ります！

①

 　これまで県中教研、そして、各地区、郡市の中教研で活発な研究活動を行ってきま

した。しかしながら、今後、これを持続的に継続することは可能でしょうか？

　学校の統廃合が進むにつれて、県中教研の会員数も変化しています。平成13年

（2001年）まで会員数を5,000人以上で維持できていましたが、令和６年

（2024年）には、4,500人を割る状況です。約20年の間に、600人近くも会員数

が減少するという実態にあります。

　今後、県中教研の中心事業である指定研究の枠組みについて見直し、より持続可能

な研究活動を検討する必要があります。教育動向に合わせながら、会員がこれまで通

りに研究に取り組めたり、ネットワークを広げたりできることを目指していきます。

②

県中教研の強み県中教研の強みは何か？？

持続可能な研究活動持続可能な研究活動がなぜ必要か？

 　県中教研の会員は、各地区、各郡市の中教研の活動を通して、日々、

会員で学び合える環境があります。さらに他の地区、郡市の研究を授業

情報誌Classを通して学べたり、各地区の指定研究会を参観したりでき

る環境にあります。この点は他県にない教育研究会としての強みです。

　県中教研の取り組みが、県内の中学校教員の「研修参加の意欲」に長

年大きな影響を与えてきました。左は、県内の平成28年度から令和６年

度の全国学力・学習状況調査の学校質問紙の「教員の研修参加の意識」

に関する数値の結果です。この約10年間、新潟県の中学校では、全国平

均以上の数値を維持しています。それだけ、会員の「研修参加の意識」

は高く、お互いに学ぶ風土が確かに醸成されています。

③改善の具体改善の具体 は何か？

　令和６年度、会長から「これからの県中教研の

指定研究の在り方について」諮問されたことを受

け、県中教研の評議員会に、「指定研究の在り方

改善プロジェクト委員会」を設置し、今後の指定

研究の在り方を中心に議論を進めてきました。

　指定研究部会の変更、各地区ローテーションの

変更（全ての教科・領域で４年に１回）、研究推

進委員会の支援制度の導入をしていきます。

指定研究の在り方改善プロジェクト指定研究の在り方改善プロジェクト
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中教研の活動中教研の活動

全国学力・学習状況調査　学校質問用紙
教員研修に関する質問項目の回答数値の比較について（全国と新潟県）
・「教員は、校外の教員同士の授業研究の場に定期的・継続的に参加していますか」（H28～H30）
・「教員は、校外の教科教育に関する研究会等に定期的・継続的に参加していますか？」（H31～R3）
・「個々の教員が自らの専門性を高めるため、校外の各教科の教育に関する研究会等に定期的・継続的に参加
　していますか？（オンラインでの研修参加を含む）（R4～R６）


